


資料保管室(地図類の収蔵)

2 .収蔵施設

第 1収蔵室

第 l収蔵室は、主に木製品専用の収蔵施設および保

存処理機器が設置されている。琵琶湖湖底遺跡からは

多量の木製品が出土しており、乾燥と変形および腐朽

訪止のため木製品収蔵の地下式水槽を設置している。

この地下式水槽は、長さ11m、深さ 1mのものが 3

列、長さ4.5mのものが 1列あり、それぞれ別系統の給

排水設備を備えており、総量75トンの水量である。

このような地下式の水槽の利点は、屋内水槽である

ため夏場でも水温が低く保たれ腐朽が進行しにくいこ

と、水槽にフタをすれば床面を分類や選別の作業のた

めに広く科用することなどがあげられ、たいへん有効

なスペースとして活用されている。なお、水槽などか

らの排水は専用の浄化槽に貯蔵され処理される。

木製品収納バスケット

ステンレス製の収納ノてスケットに木製品を遺跡単位

に納めて、地下式水槽に収納できるようになっている。

各バスケットは、長辺方向の側板を取り外してボルト

で連結した場合、最大長 7mまで延長できる構造とな

っており、建築部材などの大型木製品も収納可能で、あ

る。また、水槽ーからバスケットを引き上げる時や、木

製品を PEG処理槽へ移動する時のために 2tの移動

式クレーンが設置されている。

第 2、 3収蔵室

土器類、貝塚資料について、過去10数年来の発掘調

査で出土した資料はその収蔵量が多く、その保管収蔵

に対応するため、いわゆるコンテナ数で約27，000箱収

納できるスチール製の保管棚を設置している。この棚

は積層構造で、棚上部への収納作業は専用の油圧リフ

トを使用している。また、各コンテナは、コンピュー

タに棚番号とともに必要なデータが入力されている。

資料保管室

資料保管室は、考古資料と並んで重要な成果物でり J

る各遺跡、の地図類、遺構図、平面図をはじめとする図

面資料や現場の記録写真として、ネガファイルやリバ

ーサル写真類の収納ファイルが温湿度管理下のもとで

収納されている。収納形式は、床にレールを付設した

移動式ラックで、手動で各棚が容易に移動できるタイ

プのもので省スペース構造となっている。

特別収蔵室

特別収蔵室は、重要な資料や整理を終えた資料、保

存処理を終了した資料の収蔵保管に当てられる予定で、

温湿度のコントロールがなされている。とくに鉄製品

や保存処理を終えた木製品は温湿度の管理が必要で、、

収蔵環境に留意しなければならない。
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真空凍結乾燥機(大型乾操庫)

真空凍結乾蝶機(小型乾燥産ー制御盤)

溶剤換寵装置(温水槽・制御盤)

溶剤置換装置(処理槽)
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排気装置付き作業合

第|収蔵室(木製品の整理作業)

で出し入れできる構造となっている。また、小型の乾

約 1mの木製品を対象とし、とくに貴重な木

製品、墨書製品などに信頼のおける処理ができる。な

お、大型および刀¥型の乾燥庫は冷却系、真空系、制御

系、記録系を兼用している。

溶剤置換装置

溶剤置換装置は、木製品を真空凍結乾燥法によって

保存処理するさいの前処理施設としての利用や、天然

i樹脂での処理、高級アルコーノレ法などへの応用を計画

している。処理槽は、温水循環式で間接的に溶液を加

温するため安全性が高く、温水タンクや制御系統など

している。

この装置が設置されている部屋は、前処理において

アルコール類などの有機溶剤を多量に使用することか

ら、とくに換気や電源系統ならびに部屋の構造を配慮

した坊爆対応となっている。

排気装罷付き作業台

樹脂の含浸処理が終了した資料は、このあと表面処

理など仕上げ作業がいくつかある。そうした作業では

アルコール類の有機溶剤を使用する。その場合の安全

対策として、排気装置付き作業台を用意し有機溶剤を

強制的に屋外に排出できる装置を設置し、作業を行う

人への安全性についてとくに配慮している。

(中川正人)


